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ナックリングを呈した国の天然記念物マガン（Anser albifrons）の
救護事例
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要 約

2021年10月、宮島沼で左脚から趾にかけた部分にナックリング症状を呈した国の天然記念物マガン（Anser al-
bifrons）幼鳥が救護され、酪農学園大学野生動物医学センターに搬入された。体幹背部裂傷に加え、左趾裏が
正常に接地できなかったため、X線画像診断を行ったところ、同部で脱臼と炎症像が認められた。越冬地への
飛翔が不可能であった場合を鑑み、冬期でも結氷しない河川、およびその流入部のあるウトナイ湖であれば、
毎年越冬が確認されているハクチョウ類と同様に生息が可能と考え、同湖に放鳥された。
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マガン（Anser albifrons）は環境省レッドリストにお
いて準絶滅危惧種、文化財保護法により国の天然記念物
に指定されている。この鳥種の多くは、2002年にラムサー
ル条約湿地として登録された宮島沼を渡りの中継地点と
している。2021年10月9日に宮島沼水鳥・湿地センター
に地域住民から、美唄市圃場内で衰弱したマガン幼鳥1
羽が確認されたとの通報があり、同センター職員がこの
個体を緊急収容した。酪農学園大学（本学）からの要請
により、北海道空知総合振興局職員が気管スワブ・総排
泄腔スワブを材料に、インフルエンザ簡易検査キット（エ
スプラインAインフルエンザ：富士レビオ、東京）を
用いて検査をしたところ、陰性であった。以上から、バ
イオリスクは低いと判断され、17日に本学野生動物医学
センター（WAMC）に搬入された（図1）。

外 貌 検 査

WAMC収容時にこの個体に登録番号 AS18646を付与
後、体重測定が実施された。同個体は1，800gで文献的

な本種体重（1，815～2，721g）［1］より軽かった。外貌検
査から、この個体の体幹背部皮膚に軽度の裂傷が認めら
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図1．マガン搬入時
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れたほか、左趾がナックリングを呈した（図2）。加え
て、体表上に少なくとも2種のハジラミ類の濃厚寄生が
認められたが、本個体の羽毛に深刻な影響は与えてはい
なかった。ハジラミ類の報告については、衛生動物学的
に貴重な記録なので、別に公表［2］の予定である。また、
飛翔は不可能であったが、概して元気であり、食欲も旺
盛であった。そこで、WAMC屋外ケージに水場と雨風
を防ぐ板を設置し（図2）、餌の をほぼ自由採食でき
るようにした。ストレスを考慮して、マガンへ直接触れ
る処置は1日1回とした。

画 像 診 断

特に、左脚から趾にかけた部分のナックリングが著し
かったことから、WAMCへの収容から3日後、WAMC
入院室にて移動式X線撮影装置（OLEX P7：長田電機
工業、東京）およびデジタル画像診断システム（CALNEO
Smart C12：富士フイルムメディカル、東京）を用い脚
部の検査をした。その結果、左後肢の 蹠骨以下におい
て明らかな骨折は認められなかったこと、第2趾近位と
中位趾骨間関節で脱臼が認められたこと、第4趾左側の
趾骨周囲と 蹠と趾の関節部周囲の掌側に軟部組織の腫
脹が確認され、炎症あるいは損傷の可能性が疑われた（図
3）。また、ナックリングを呈していることから、趾骨
脱臼のみならず、長趾伸筋などの趾の伸筋の損傷や腓骨
神経などの末梢神経の損傷も考えられた。そこで、脱臼
については整復を試みた後、患部の廃用性萎縮の進行を
妨げる意味から可及的速やかに放鳥することにした。

放 鳥

最悪、飛翔できない場合には越冬することにもなる放
鳥場所は、結氷しない湖沼であることが最低条件である。
また、輸送時のストレスも鑑みないとならない。さらに、
マガンが生息する前例が必要である。以上すべての条件
を満たすのは、苫小牧市にあるウトナイ湖である。この
湖は周囲9km、面積275ha、平均水深60cm、3つの河
川（勇払川、オタルマップ川、美々川）が流入する淡水
湖で、それぞれの河川部および2つの河川（勇払川、美々
川）流入部は、冬期でも結氷しない。また、ラムサール
条約湿地でもあり、マガンを含むガン・カモ類の重要な
中継地点である。そこで、同年同月23日に、ウトナイ湖
野生鳥獣保護センターに搬入され、放鳥された。本報告
を作成している2021年12月中旬現在、放鳥個体を含むマ
ガンは同湖の無結氷地点では確認できなかった。

今後に向けて

今回、脚のみX線画像診断を行ったが、飛翔不可能で
あったことを考えると、翼から体幹部のX線画像も撮影
すべきであった。野外において、片脚のない野鳥は、時
折見かけるが、飛翔可能かどうかはより重要な生存する
ための要素である。この反省点は次回に生かしたい。
また、救護現場における感染症対策は非常に重要であ

る。マガンは高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5
亜型）に感受性が高く、死亡野鳥等の調査で検出しやす
いと考えられる鳥種とされている［3］。加えて、宮島沼
のマガンでは強毒型マレック病ウイルスによる病変が検
出された事例例もある［4］。今回、WAMC搬入にあたり、
事前に簡易検査キットによる鳥インフルエンザの陰性の
確認を行い、収容した段ボール（図1）の焼却や清掃な
ど感染症対策は入念に行った。
渡りの時期にカモ類を動物診療施設に受け入れること

図3．左脚部側面（左）および背側（右、矢印は脱臼部
位）のX線画像

図2．WAMCケージ内の様子
左趾の向きが90°時計回りに変位している（白矢印）
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については、たとえ国の天然記念物に指定された鳥種で
あっても、より慎重に行うべきであると再確認された症
例となった。しかし、マガン含むガン類の個体数は近年
増加傾向にあり［5］、今回のような緊急の救護事例がま
れなことではなくなるであろう。適切な対応が実施でき
るような仕組みを用意しておくべきであろう。
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